
    

作成⽇ 年 3 ⽉ 23 ⽇

10 時 45 分から 18 時 0 分まで あり

健康・⽣活

運動・感覚

認知・⾏動

⾔語
コミュニケーション

⼈間関係
社会性

主な⾏事等 初もうで 節分あそび ひなまつり会 NPOおさんぽやとの交流 ⽔あそび おかいものごっこ クリスマス会 親⼦遠⾜ 参観⽇
避難訓練(年2回) 感染症対策訓練(年2回) 緊急時対応訓練※送迎時・救急搬送(年2回)

家族⽀援

・お⼦さまの成⻑を⾒据え、本⼈の家庭や事業所での様⼦、今後のことを気軽に話し
合える信頼関係を築き、LINEや連絡帳、送迎時などに丁寧なやりとりを⾏っていきま
す。
・必要に応じて電話や対⾯などで、じっくりお話をする機会を設けます。

移⾏⽀援

・⼩学校⼊学前からの引き続きの⽀援を⼤切にし、新しい環境に安⼼して適応し
ていけるようサポートします。また、⼀⼈ひとりの発達段階や特性に応じて、学
校⽣活につながる⼒を育てながら⽀援していきます。
・不登校の⼦をもった経験を⽣かし、お⼦さまや保護者の思いに丁寧に寄り添っ
た不登校⽀援を⾏います。

地域⽀援・地域連携
・主治医の先⽣や訪問看護と連携しながら安全な⽀援をしていきます。
・相談⽀援事業所や関係機関とのこまめな情報共有や会議等を⾏い、密接な連携を
図っていきます。

職員の質の向上

・お⼦さまや保護者の⽅に愛をもって同じ姿勢や思いで⽀援にあたれるよう、常
に質の⾼い⽀援を追求し続けていきます。
・作業療法⼠等の専⾨職の視点も取り⼊れながら、定期的に職員研修や会議を
⾏っていきます。

⽀ 援 内 容

・医療的ケアを必要とするお⼦さまに対し、医師の指⽰の下で看護師が適切な判断や処置などの医療的ケアを⾏いながら、安⼼して基本的な⽣活が送れるよう⽀援します。
・看護職員が常駐しており、体調の変化に細やかに対応するとともに、早めのご連絡や対応を⾏い、安⼼してご利⽤いただけるよう配慮しています。
・⾃分の⾝の回りの⽚付けや持ち物の管理、⾐類の着脱、⾷事、排泄など、⼀⼈ひとりの発達段階に応じて⾝辺⾃⽴につながる⼒を育てていきます。
・⽇々のルーティンを⼤切にしながら、⽣活の⾒通しを持って⾏動する⼒を育てます。

・その⼦の段階に応じて、個別や⼩集団での活動を通して、姿勢保持や歩⾏、⼿先の操作、⾝体の使い⽅、⼒のコントロールなどの⼒を育てていきます。
・作業療法⼠の考えを取り⼊れた活動プログラムを通して、複数課題に取り組む⼒や、⾝体の動きを調整する⼒を遊びの中で養います。
・サーキット遊びや感覚を刺激する活動、制作活動などを通して、楽しみながら運動機能や感覚の育ちにつなげていきます。

本
⼈
⽀
援

・1⽇の流れや活動内容をわかりやすく伝えるとともに、事前に予定や切り替えのタイミングを知らせたり、活動の終わりの合図をみんなで⼀緒に⾏ったりすることで、⾒通しを持って安⼼して過ごし、
⾃分から気持ちや⾏動を切り替えていける⼒を育てます。
・⼀⼈ひとりの興味や理解の段階に合わせて、遊びや活動の中に学習的な要素を取り⼊れ、楽しみながら⽂字・数・⾊・形・ことばなどに親しみ、学ぶことへの意欲や理解⼒を育てます。
・ゲーム性やルールのある活動を通して、順番を待つ、⼈の話を聞く、状況を理解して⾏動する、気持ちを切り替えるなど、集団⽣活の中で必要な⼒を育てます。
・お当番活動やはじまりの会での司会などを通して、活動の流れを理解し、⾃分の役割を意識しながら⾏動する⼒や、⼈前でも安⼼して取り組む⼒を育てます。
・発達⾯や脳の特性、その⼦なりの感じ⽅や得意不得意を丁寧に捉えながら、環境設定や関わり⽅を⼯夫し、安⼼して活動に参加しながら認知・⾏動の⼒を⾝につけられるよう⽀援します。

・職員が表情や気持ちを丁寧に受け⽌めながら関わり、安⼼して会話ややりとりを楽しめる関係づくりを⼤切にします。
・お買い物ごっこや⽇々の活動の中で、「ください」「どうぞ」「ありがとう」「お願いします」などのことばのやりとりを経験し、⾃分の思いや要求を相⼿に伝える⼒を育てていきます。
・⼀⼈ひとりの発達段階に応じて、発声や発⾳、語彙の広がりを意識しながら関わり、ことばで伝える⼒や豊かな表現⼒を育てます。
・お当番活動やはじまりの会で前に⽴つ経験、職員からの問いかけややりとりを通して、話す・聞く・答えることの楽しさを感じながら、その⼦⾃⾝の「伝えたい」という気持ちを育て、豊かなコミュニ
ケーションにつなげていきます。
・職員との信頼関係をゆっくりと着実に深めながら、安⼼して⾃分の思いや気持ちを表出できるよう⽀援していきます。
・無理をさせず、その⼦の意思やタイミングを⼤切にしながら、その⼦のペースで集団活動に参加し、お友だちと⼀緒に過ごす楽しさや喜びを味わえるよう⽀援します。
・お買い物ごっこ、制作、ゲーム、協⼒して⾏う活動などを通して、順番を守る、⼈の話を聞く、相⼿を意識するなど、集団⽣活の中で必要な社会性を育てます。
・⼩学校低学年の同年代のお友だちとの関わりの中で、相⼿との距離感や関わり⽅を学べるよう、職員が意図的に仲⽴ちやことばかけを⾏いながら、⾃⼰表現や⾃⼰決定、協⼒する⼒を育てます。

⽀援⽅針
・その⼦その⼦の思いや特性を枠組みにとらわれずに深く⾒つめ、対話し、気づき、1⼈の⼈間同⼠として真剣に向き合いながら、その⼦に本当に必要な⽀援をしていきます。
・保護者の⽅の思いに真摯に寄り添いながら、家族と同じ⽬線で⼦育てをサポートしていきます。
・⼩学校低学年を主な対象とし、お友だちとの学び合いの中で集団⽣活の課題への対応をしていくともに、個に応じた総合的な⽀援を⾏います。

営業時間 送迎実施の有無

法⼈（事業所）理念
【私らしく、もっと、つながる】 誰もが⾃分らしく輝き、安⼼してつながれる社会を創造する。
     ⼀⼈ひとりのその⼦“らしさ”を⼤切にし、⼦どもたち同⼠の⾃然なひびき合いを⼟台としながら、その⼦の輝きである“できる”を育てていく。

事業所名 2026児童発達⽀援・放課後等デイサービスおんぷplus ⽀援プログラム（放課後デイ）


